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ゑ プ ラナ リアと再 4t

4下 りF I子

湯 い  チ  子

1  1ま じ  め  に

私たちの生物■X41幸には、発生の一言Fとして再生 とい う項 日がとり士げ られてぃる、その

例 とし【 かならすとい っていぃほどとり上げられているのがプラナリアてある。 しかし、私

たちは再生の意味は学んでもプラナリアやその再生経過について知 ることは極めて少ない。

そこで私はをさんに もっと詳しくプ ラナ リアや再生 について知 ぅてもらいたいと思い、少

ない資料で1まあるわt提仕 しようと思 う。

2“ ブ ラナ リアについて

ブラナ リアは、扁杉動物円 くPlathelminthes)渦 虫綱 (T」 「bellaria)の

動物祥の絡称で、淡水 ,海水 陸 上に往み 自由生活をしてヽヽる。特 に再生力の強いのは、三

岐腸目 (TricJadida)淡 水棲=媛 腸邸 目(P21せ dicolaま たはProbu,sal'2)

で普通 プラナ リアとい うときは この動物 群をさしている。

3、 ナ ミウズムンについて

日本の渓流や池沼に最も普通にみられるのはナミウズムンという種類で、教科書にとり上

げられてぃるのはこれである。

(私 か`再生実験たとり上げたのもこのナミウズムンである。)

a 形 態 :頭部は三角形状で明環な耳乗 (感覚器を持つ。体色tま茶褐色 ～ 黒色、頭邦校面

に吸渚器官、猿部中央部に日があり筋内位の咽頭を持つ、

b 分 布 :日本列島の全地域 (北海道北部にtま少なく近海の離島のうち礼文島 焼 尻島のみ

分布 )対 馬島 屋 久島 種 子島 沖 縛諸島 朝 鮮 中 国。

c 生 悪 :夏季の気温 8～ 28℃ の所に棲息。室内で憤らすと0～ 50℃ に耐える。棲1害地

はさまざまで小流 浮 琉に最も多くその他、ナ1 湿原の水たまり 池 沼など、流

水にも止水にもお水にも汚水にも出現する。人家帯の湧水流で食物層を食べて棲

やしている時もある。

H 生 殖 :ナ ミウズムンは、有性生府 (汗卵 )と叙性件殖を行なって紫殖する。その種海に

は、 1)有 仕生殖 と無性生力巨を交互に行なって繁聴する。系社 (有性系 )

2)無 仕li殖のネてrJFt確
する系市 (知常イ)

右世 斉 :10～ 12月 F ti打料形成 3～ 5月井卵,矛 'F教は普通1侑 。卵殻

市fl～ 2 3mぃ  そ 3～ 43+!‐モlr t、ャⅢ 2～ 1〕と生小IF虫か夢
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'・"子 、担it生布!|■ ,ヽイを、外ヂを十いる、

年仕=: 4～ 1 4戸 キかんに分″。 12～ 3炉 いとんど分野!しない。

以 卜の′|モ車は雰斗よ漫,●すrさ れている、

4再  生

再生についての神,は 既に学んでぃると思 うのて、さっそ く以 上によべたナ ミウズムン

(フ ラナリア )ホ再生してぃ く過有を、実鱗結果を追 って述べてみることに1ッよ う。

o実 験

(水 涌  1 2～ 1 6℃ )

切断後 10日  切 断後 20日   切 断後 25日

(再 生芽が分イヒしてい く過程がよくわかろ )

過程

傷 口に透明な再生芽か出来 るぅその再生チはやかて正常体 と同じよ うな形に変化する。

それまでには、頭の部分に現われる日(斗 い点 )ぶ わかる程度である。やホて 正常年に

近づいてい くのうく、色素の移動によりよくゎかる。

5終 り に

'女上でブラナ リアのレ下― 卜を終 らせた、ヽ。 またごくま本的な再牛実競 しか夕了していな

いので、皆さんによっては もの足 りないのては'|いかと思 う。次の構会にl t t、1 0すよりもも

っと充実 したレポー トを弾伴 したい と思 う、
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